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１）（１藤　原　宮　木　簡
　
こ
の
概
報
は
さ
き
に
公
刊
し
た
「
藤
原
宮
木
簡
」
　
（
昭
和
5
0
年
1
2
月
）
以
後
、
藤
原
宮
跡
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。
出
土
点
数
は
一
八
二
点
て
あ
る
。
な
お
、
大
官
大
寺
跡
出
土
の
も
の
を
末
尾
に
附
載
し
た
。
一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況
　
第
1
8
－
７
次
調
査
（
６
　
Ａ
　
Ｊ
Ｃ
　
昭
和
5
1
・
２
）
　
第
1
8
－
７
次
調
査
は
藤
原
宮
の
東
外
濠
Ｓ
Ｄ
　
１
７
０
の
推
定
位
置
で
、
東
面
中
門
推
定
地
か
ら
南
へ
8
5
m
の
と
こ
ろ
で
行
っ
た
。
調
査
は
民
家
の
改
築
に
と
も
な
う
事
前
調
査
で
あ
っ
た
か
ら
、
ご
く
少
面
積
し
か
発
掘
し
て
い
な
い
。
こ
の
調
査
は
、
予
想
さ
れ
た
藤
原
宮
の
東
外
濠
ａ
り
｛
き
の
東
側
３
.
５
　
m
分
と
、
他
に
柱
穴
１
、
土
墳
２
で
あ
る
。
（
注
１
）
㎝
り
｛
召
は
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
調
査
で
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
多
量
の
木
片
や
曲
物
等
と
と
も
に
3
6
点
出
土
し
た
。
　
第
1
9
－
１
次
調
査
（
６
Ａ
　
Ｊ
Ｃ
　
昭
和
5
1
・
５
）
　
第
1
9
－
１
次
調
査
は
、
藤
原
宮
の
東
外
濠
卯
り
↑
き
の
推
定
位
置
で
、
東
面
中
門
の
南
1
8
0
m
の
と
こ
ろ
で
行
っ
た
。
第
1
8
1
7
次
調
査
と
同
様
民
家
の
改
築
に
と
も
な
う
緊
急
調
査
と
し
て
行
っ
た
の
で
、
調
査
面
積
は
小
さ
か
っ
た
。
検
出
し
た
∝
り
｛
召
は
幅
５
.
３
　
m
’
深
さ
９
７
　
m
で
、
木
簡
は
最
下
層
か
ら
手
斧
の
削
り
屑
を
ふ
く
む
多
量
の
木
片
と
と
も
に
計
1
9
点
出
土
し
た
。
　
第
1
9
1
2
次
調
査
（
６
　
Ａ
Ｔ
Ｈ
　
昭
和
5
1
ふ
…
７
ヽ
1
1
）
　
第
1
9
－
２
次
調
査
は
、
藤
原
宮
の
推
定
南
面
西
門
の
北
西
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
行
い
、
宮
の
内
濠
帥
り
ぃ
Ｓ
と
柱
穴
と
小
土
壊
と
を
検
出
し
た
。
内
濠
印
り
§
に
は
幅
２
.
　
ｌ
~
２
.
6
m
’
深
さ
ｌ
ｍ
で
、
堆
積
層
は
三
層
に
わ
か
れ
、
中
・
下
層
か
ら
多
量
の
木
屑
と
と
も
に
木
簡
5
5
点
が
出
土
し
た
。
　
第
2
0
次
調
査
（
６
　
Ａ
　
Ｊ
　
Ｆ
　
昭
和
5
2
・
６
、
1
1
）
ヽ
第
2
0
次
調
査
は
、
藤
原
宮
大
極
殿
の
北
で
大
極
殿
と
そ
れ
を
か
こ
む
北
回
廊
部
と
の
間
で
行
い
、
北
回
廊
の
一
部
と
宮
造
営
以
前
の
道
路
Ｓ
Ｆ
１
９
２
０
と
Ｓ
Ｆ
１
７
３
１
の
交
叉
点
、
そ
の
道
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側
溝
、
道
路
叩
句
芯
回
の
東
側
で
そ
れ
に
そ
っ
て
南
か
ら
北
に
流
れ
る
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
１
Ａ
等
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
宮
造
営
以
前
の
溝
Ｓ
Ｄ
１
９
０
１
Ａ
か
ら
計
七
二
点
出
土
し
た
。
こ
の
木
簡
は
遺
構
の
年
代
か
ら
み
て
宮
造
営
以
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
浄
御
原
令
制
下
の
も
の
と
み
て
ま
ず
ま
ち
が
い
な
い
。
１－-
　
大
官
大
寺
跡
調
査
（
６
　
Ｂ
Ｔ
Ｋ
　
昭
和
5
1
・
４
～
5
2
・
１
）
　
木
簡
は
大
官
大
寺
中
心
伽
藍
の
東
回
廊
か
ら
約
6
6
m
東
に
あ
た
る
と
こ
ろ
で
検
出
さ
れ
た
土
墳
ふ
｝
応
色
か
ら
計
六
点
出
土
し
た
。
釈
読
で
き
る
の
は
一
点
の
み
で
あ
る
。
注
１
　
『
藤
原
宮
』
奈
良
県
教
育
委
員
会
二
、
木
簡
の
形
態
分
類
　
　
　
｛
つ
に
型
式
　
短
冊
形
。
　
　
　
§
ぶ
型
式
　
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。
　
　
　
｀
⇔
こ
型
式
　
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。
　
　
　
§
２
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。
　
　
　
回
諮
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。
　
　
　
§
ご
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
も
の
。
　
　
　
§
氾
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
た
も
の
。
　
　
　
ふ
品
ｗ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
　
　
　
§
ざ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
　
　
　
　
　
　
不
明
の
も
の
。
呂
ご
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。
呂
謡
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形
態
が
　
　
　
　
　
　
が
不
明
の
も
の
。
呂
ご
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
呂
ぶ
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
　
　
　
　
　
　
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
　
　
　
　
　
　
然
と
し
な
い
も
の
。
§
回
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
　
　
　
　
　
　
し
な
い
も
の
。
｀
§
｝
型
式
　
削
屑
三
、
凡
例
　
以
下
、
出
土
遺
構
ご
と
に
本
文
を
掲
げ
る
。
各
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
配
列
は
用
途
別
に
記
載
し
、
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
＾
^
卜
■
I
数
字
）
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
分
類
記
号
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
３
ケ
タ
で
表
わ
す
）
そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
。
　
「
　
」
が
二
個
あ
る
も
の
は
表
裏
に
記
載
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
」
の
中
に
さ
ら
に
「
　
」
の
あ
る
も
の
は
同
一
面
に
別
筆
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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